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金メダリストの挑戦 

トリノ・パラリンピックを終えて 

 

大日方邦子 

アルペンスキー選手 

 

２００６年４月１８日 

 

 冬季トリノ・オリンピックで日本は荒川静香選手の金メダル１個だけ

だった。が、パラリンピック選手団は大活躍。金２、銀５、銅２の計９

個のメダルを獲得した。レベルの向上とともに障害者スポーツも競技化

が進み、練習、遠征などのための経済的負担は限界にきているという。

海外では賞金やスポンサー契約で“プロ選手”として活躍するパラリン

ピック選手もいるらしい。日本選手団主将も務めた大日方選手（女子大

回転座位で金メダル、女子滑降座位とスーパー大回転座位でそれぞれ銀

メダル）も、パラリンピックのメダルの価値を高め、アスリートとして

自立していく道を模索したい、と。 
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 今回のトリノ・パラリンピックでは、メデ

ィアの皆さんには、たくさん取材をしていた

だきました。日本選手団としては、非常に手

ごたえを感じた大会だったと思います。記者

会見やインタビューのたびに、選手それぞれ

の言葉が新聞やテレビ、あるいは雑誌という

形で日本に流れて、私たちのことを知ってい

ただく機会を持てた。これがとても私たちの

力になりました。私たちのパラリンピックを、

どれだけ多くの人に知ってもらえるのかとい

うことが、これからの私たちの活動しやすい

環境を作る役に立つはずですし、環境が変わ

っていくきっかけになるはずだという思いか

ら、選手はそれぞれお話ししていることだと

思います。 

  

メダル対象の種目減り競争激化 

 

 トリノ大会を終えてみて一番感じることは、

ソルトレークよりも、もちろん長野よりも、

競技化が一層進んだということ、この一点に

つきると思います。私はリレハンメル、長野、

ソルトレーク、そしてトリノと４回出ており

ますけれども、４年ごとにこれほど大きく世

界が変わっていく大会もないのではないかと

思います。そういう意味では、次の４年も恐

らくこのスピード、あるいはこれ以上のスピ

ードで変化し続けるんじゃないかと思ってい

ます。 

 方向性としては、オリンピック化と言われ

ておりますが、パラリンピックではこの先、

ますます競技としての要素が強まっていく。

そう言い切ってよろしいかと思います。 

 では今回、具体的に競技化が強まったとこ

ろですが、一つは、障害別のクラス分けが３

カテゴリーになったことです。従来は障害の

種類とその程度に細かく分けていて、それを

種目ごとに、基本的には人数が成立すればメ

ダル表彰の対象の競技にしていました。それ

を今大会からは、座って滑る人、立って滑る

人、視覚に障害がある人と、選手を３つのカ

テゴリーに分けて、メダルの表彰が行われた

わけです。 

これはどういうことかというと、一言でい

えば競争が激化したということだと思います。

例えば、男子のジャイアント・スラロームで

比較すると、ソルトレークのときには、各カ

テゴリー合わせて９個のメダル、９人の金メ

ダリストが出ていたんですね。それが３カテ

ゴリーにした結果、３つに減りました。特に

顕著なのが、立って滑っている立位の選手の

場合です。４クラスだったものが、１つのメ

ダルになっている。ソルトレークでは４人の

金メダリストが出ていたのに、今回では一人

の金メダリストだけになったということです

ね。 

 日本チームに三沢拓という立位の若手選手

がいます。片足で滑っている選手で、今回ス

ラロームで入賞も果たしているのですが、大

回転では彼は１０位だったんですね。８位ま

でが入賞ですので、入賞すらできなかったと

いうことです。ところがＬＷ２という彼の片

足で滑るクラスで、ほかに彼より上の順位の

選手がいるのかなあと調べるといないんです

ね。ということは、もしソルトレークと同じ

ルールが適用されていれば、彼はトリノ大会

で金メダルをとれたはずだったわけですね。

それが今回、入賞にも至らなかった。それだ

け競争が激化したといえると思います。 

 

競争相手は多い方がいい 

 

 では、この３カテゴリー導入を選手はどう

みているんだという話をしたいと思います。

メディアの皆さんからは大会の前も大会期間

中も、そして大会後も、繰り返し、この点を
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質問されました。結論からいうと、選手はこ

の新ルールになじんでいて、大賛成なんです。 

 「なぜ大賛成なんですか」とよく問われる

んですが、やはり競技なので競争相手が多け

れば多いほど、あるいは競い合いが激しけれ

ば激しいほど、やりがいを感じるわけです。

そこにおもしろさを感じる。これは、選手の

ある種本能なのかもしれないんですけれども、

そこにおもしろさを感じる選手がほとんどな

んですね。 

確かにこの３カテゴリー性が導入される

にあたっては、多くの議論が世界的に、また

選手間でもありました。アスリート委員会と

いうようなものもあり、そこで議論されまし

たし、実際、ソルトレークでは各国チームと

しての意見をまとめて、投票が行われました。

そうした議論を長年経ていった結果が、３カ

テゴリーというところに行き着いているんだ

と思います。 

 

メダルの価値を上げたい 

 

 選手仲間にも何人か、意見を聞いたりしま

したけれども、結局、選手たちが求めている

ことは、「メダルの価値」なんだと思います。

メダルの価値を上げたいというのが選手の最

大の望みなんですね。公平性という観点では

難しさがあったとしても、一番重要なことは

「メダルの価値」だというところに、どうも

落ちつきそうなんです。 

 何のためにパラリンピックに出場し、なぜ

メダルを目指すのか。選手のモチベーション

という部分で、このメダルの価値というのは

最も密接につながるところだと思っています。 

 競技化が加速した今大会の特徴を表してい

る例をもう一つ、紹介しましょう。パラリン

ピックに出場できる選手を、世界ランキング

によって厳格に規制したことです。いままで

は、それぞれのナショナル・パラリンピック

委員会（ＮＰＣ）が推薦した選手、あるいは

一定の要件を満たした選手であれば大会出場

を認めるというように、条件が緩やかな時代

も実はあったんです。けれども、トリノに関

しましては、例えば、日本の国内選手権で優

勝しても、パラリンピックに行けることとは

直接的にはつながらなくなったのです。これ

は、健常者のアルペンスキーの世界ではごく

当たり前のことなんですね。 

 

４年間国際レースに出場し続ける 

 

 パラリンピックに出場する権利を得るため

には、国際レースに出場し、国際ランキング

を獲得する必要があります。簡単にいってし

まいますと、ワールドカップという世界レベ

ルの大会があります。その下に各コンチネン

タルカップという、それぞれの地域で行って

いる大会があります。そのような国際基準を

満たしたルールのもとに行われた大会に出場

して、ランキングを得ることがパラリンピッ

ク出場の前提条件になりました。 

実はアルペンスキー界では、この国際ラン

キングは有効期間が１５カ月と決まっており

まして、１５カ月でどんどん更新されていき

ます。裏を返すと、選手は４年後のパラリン

ピックに出場するためには、ランキングを取

り続けなければいけないわけです。ですから

ランキングを維持するには国際レースに出場

し続けなければいけないのです。 

けれども実は、ワールドカップそのものも、

だれでも出られる大会ではないのです。ワー

ルドカップに出るためにはまた、パラリンピ

ック同様、一定の国際ランキングを持つ必要

があり、はじめてランキングに乗る選手は、

まずはワールドカップよりも格下の大会、コ

ンチネンタルカップなどに出場しなくてはい
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けません。今大会に出場した選手は、この４

年間、国際レースに出続け、その結果として

トリノがあったのです。ですから、バンクー

バー大会を目指す選手は、次の４年もまた同

じように国際試合に出続ける必要があります。 

スポーツの世界ではごく当たり前のこと

なんですが、それがいままでパラリンピック

では整備されていなかったことなんですね。

そのあたりのルールがようやく、整理されて

きたなというところです。 

 では、これらの国際試合がどれぐらいあっ

たのか。数えてみますと、パラリンピックが

行われた今シーズン、２００５年から２００

６年にかけてのシーズンだけで、ワールドカ

ップは３会場で１２レース行われました。そ

のうちの１会場は、長野県の志賀高原でした。

今回、志賀高原では、技術系種目、大回転（Ｇ

Ｓ）を２レース、回転（ＳＬ）を１レース行

いました。日本で初めて開かれたワールドカ

ップです。 

 では来年、国際大会はどれだけあるんだろ

うと、私も調べてみて驚きました。ワールド

カップが１月にアメリカで、３月にヨーロッ

パの２カ所で行われまして、３会場であわせ

て２０レースが予定されているのです。これ

だけたくさんの国際試合に出場するためには、

それなりの練習をする時間も必要ですし、シ

ーズン中は日本と海外を往復することになり

ます。 

 こうしたお話をしましたのは、パラリンピ

ックに挑戦するためには、スポーツに専念で

きるだけの環境が必要不可欠になってきてい

るということを、ぜひ皆さんにおわかりいた

だきたいと思ってのことです。 

 パラリンピックに出場する選手が競技にど

の程度の力をかけるべきなのか、トップレベ

ルの選手が求められるものは、年々、大きく

変わってきています。長野からソルトレーク

までの４年間と、このトリノまでの４年間と

を比較しますと、年間の試合数だけでも相当

変わってきているのです。試合数が増えてい

るということは、海外に出かけなければいけ

ない機会もふえる。 

 その意味では今回、志賀高原でワールドカ

ップを行ったということは、非常に重要な意

味を持っています。日本国内で国際試合を行

えば、移動が少なくてすみますから、体力的

にも金銭的にも日本チームには有利です。ま

た、若手の選手が参加しやすいメリットもあ

ります。ルール上、地元開催の場合には、特

別出場枠が認められていて、ワールドカップ

に出場できるランキングを持っていない選手

でも、特別に出場することができ、そこでラ

ンキングを得られれば、国際大会に出場する

ことができるようになります。そういう意味

でもとても重要だし、いい大会だったと思っ

ています。 

 

経済的基盤をどう築くか 

 

 スポーツに専念できる環境を得るための課

題は、大きく分けて二つあります。試合出場

やトレーニングに必要な活動資金の確保とい

う経済的な問題と、所属先の企業や職場での

社会的な立場の問題です。活動資金の問題に

は生活資金そのものも含まれます。いま、多

くのパラリンピック選手たちが直面している

問題です。 

ただこれは、パラリンピック選手だけの問

題ではないと思うんですね。どんなスポーツ

でも、トップスポーツであればあるほど活動

するのにお金がかかってしまう。オリンピッ

ク同様、パラリンピックも一個人の経済的な

努力や負担だけではもう、活動資金を賄えな

くなっているのです。ずいぶん前は、オリン

ピックも個人の努力の範囲で競技活動をやっ
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ていた時代もありますが、今は国家、そして

企業など社会全体が資金を出す形になってい

ますよね。 

そして今、パラリンピックも、同じような

活動基盤を作る必要が生じているわけです。

言い換えれば、オリンピック同様の競技レベ

ルに到達しつつある、ということです。この

ことは、ようやく、オリンピック同様の競技

レベルを求められる時代になってきたという

喜ぶべきことである一方で、日本では、活動

資金を個人が負担していますので、現状は非

常に苦しく、何とか打開しなくてはいけない、

と苦悩する部分があります。 

 では、どうやってトップスポーツとしての

パラリンピックに必要不可欠な経済基盤を築

いていったらいいのでしょうか。これはぜひ

皆さんにもお知恵をかりたいぐらい、悩まし

い問題です。一般の企業であれば、ＪＯＣ、

各競技団体、それからスポンサーの方、所属

先の企業といったところから資金が集まると

いう仕組みをつくっていると思うんですが、

ＪＯＣに相当するＪＰＣ（日本パラリンピッ

ク委員会）には十分な強化費用がないのが現

状なのです。 

 

障害者スポーツ支援金の現状 

 

１９９８年の長野大会の後に、社会的な盛

りあがりを受けて、３００億円の障害者スポ

ーツ支援基金というものがつくられ、運用益

を障害者スポーツの活動資金として使えるよ

うになりました。けれども、支援基金から配

布されている金額では、選手の活動資金を賄

うにはほど遠いのが実情です。 

例えば今年、私たちアルペンスキーチーム

に対して支援基金の中から拠出された予算は

１２４万９，０００円でした。これはチーム

に対する予算でして１人当たりではありませ

ん。パラリンピックはこれとは別に予算が組

まれていますが、この１２４万９，０００円

は強化費として国内でトレーニングをしたり、

コーチをお願いしたり、コースを借りたり、

そして海外に出かけたり、そうしたことも全

部含めてこれだけで何とかやってちょうだい

よ、というわけです。それが１２４万９，０

００円。 

この金額がどの程度のものかというお話

をしましょう。例えば、１０月に２週間、私

たちはヨーロッパでシーズンイン合宿を行い

ました。ここにかかった１人当たりの費用は、

５３万４，０００円でした。かかった費用す

べてを参加した選手で頭割りにすると、これ

だけかかってしまっているんですね。チーム

全体としての強化費が１２４万９，０００円

というのは、極めて小規模な予算だというこ

とがおわかりいただけると思います。 

３００億円の支援金があるというと、パラ

リンピックの各選手には相当豊富な活動資金

が行ったように錯覚されることが多いのです

が、これが実態は全くそうではない。 

その理由の一つには、傘下の競技団体がと

ても多いということ。もうひとつは、この３

００億円の支援金というのは、選手の強化費

用のためだけではないということです。つま

り、障害者スポーツ全般に対するものなので、

配分の仕方がいろいろあるということなので

す。選手の強化費だけに使われているわけで

はないのです。 

障害者スポーツ支援基金からだけの助成

ではとても足りないので、ほかに方法を考え

なければいけないと、いま各競技団体がそれ

ぞれ個々に活動をやっているところでもあり

ます。もちろん、ＪＰＣも手をこまねいてい

るわけではなくて、オフィシャルスポンサー

制度というものをつくりまして、読売新聞、

それからヤフージャパンほか数社にお願いし



6 

ていますが、現実にはそれらオフィシャルス

ポンサーからの資金は、選手強化費用に直接

的には使えていません。ＪＰＣからは、各競

技団体でも資金獲得をそれぞれ頑張ってくだ

さい、といわれているのが実情です。 

 

障害者アスリートの商品価値 

 

では、私たち選手には何ができるだろうか。

そう考えていったときに、トップスポーツを

支援するという経済活動のサイクルに、我々

障害者のスポーツもぜひ組み込んでもらいた

いということです。健常者のスポーツ、例え

ばオリンピックの選手やチームには企業のＣ

Ｍに登場する代わりに、強化資金を確保して

いるところがありますよね。同じような形が

私たち障害のあるアスリートにもとれないも

のでしょうか。 

わかりやすくいってしまえば、障害のある

アスリートに商品価値があるのでしょうかと

いうことです。例えばＣＭに起用してもらえ

るでしょうか。私たち選手自身はギブ・アン

ド・テイクでいいと思っているんですね。こ

れからの時代はそうなるのだと思います。

我々が支援してくれた人に対して何か形で返

せるものがあるだろうかといったときに、基

本的にはやはり選手を起用するメリットが企

業にあるかどうかというところを考えないと

いけない。そう思っています。 

なぜそういう話になるかというと、アメリ

カやドイツ、オーストリアなど、私たちが世

界で戦っているライバルたちは、随分とそう

いう形で企業からの支援を受けたり、チーム

としての支援を受けたりしているからです。

そういうことが一般的になってきているとい

う実情があります。 

では、日本でなぜそれが実現していないの

か。あるいはこれから実現するのかどうか。

もし実現しないとすれば何が壁になっている

のか。そういったようなところが、私はいま、

すごく気になっています。 

なかなかわからないのが、障害者というも

のに対して――あえていってしまいますと―

―ある種のアレルギーがあるのかもしれませ

んし、あるいは障害者は守られるべき弱者だ、

という思いこみがあるのかもしれません。障

害者というのは「社会的弱者」なのだから守

られるべきもので、当事者、つまり障害者は

表に出てきていいものではなく、おとなしく

しているものだ、という考え方をされる時代

が日本でも長くありましたよね。あるいは「障

害者をだしにして……」という表現で批判さ

れる時代が日本でも長くありました。これは、

別に日本だけではないと思うんですけれども、

日本はそのアレルギーというか思いこみが強

いのではないか、と感じています。 

障害のあるトップアスリートを商品とし

て認められないのは、歴史的経緯のなかで、

ある種のタブー化された部分に踏み込めない

からなのでしょうか。それとも、パラリンピ

ックというスポーツがマイナースポーツであ

るからなのでしょうか。どちらが理由になっ

ているのだろうか。そういうものを、私は冷

静に考えなければいけないと思っています。 

では、パラリンピックは果たしてスポーツ

として見られているんだろうか、スポーツと

しての価値があるのかどうかというところに

なると思います。今回の一連の報道を拝見し

ている限りでは、パラリンピック期間中に関

しては、基本的にはスポーツとして扱われる

ことが増えていると思うんです。すべてだと

は思わないですけれども、増えているなとい

う気がします。 

９８年の長野のころと比べると、隔世の感

あります。ほんとに時代が変わったなあと思

えるぐらい、報道することに戸惑いはない。



7 

というか、パラリンピックを報道するという

当たり前な流れが定着したなあという感じは

あります。 

でも、私たちの活動がメディアに取り上げ

られるのは４年に１回、たった１０日から２

０日程度なんです。パラリンピック開催前後

の１０日ないし２０日、まあ長くみても２０

日間ぐらいしか、我々がやっていることを皆

さんに知っていただく機会がないというのも

実情で、これもいま我々が悩んでいるところ

なのです。 

どうしていったらいいんだろう。その答え

は、これも同じようにまだ出てはいないんで

すけれども、我々側がやれることとしては、

露出の仕方とか、情報の出し方というものを

考えていかなければいけない。取材されるの

をただ待っていればよいのはパラリンピック

のときだけだと、よく私は競技団体の人たち

と話をするんです。メディアが来るのを待つ

だけでなく、もっと表に出ていく努力をする

べきだろうと思っているんですね。 

 

年間３００万円の自己負担 

 

この４年間、選手は本当に自腹を切ってや

ってきました。多くの時間と、そして資金を

使っているのです。メディアの皆さんに何度

か申しあげていることですが、アルペンチー

ムに関していえば、年間３００万円ぐらい、

個人で負担しなければいけないんですね。こ

の金額が多いか少ないかは、ここで申しあげ

るようなことではないかもしれないんですが、

ただ選手自身が高額所得者というケースはあ

まりありません。資金的な側面から限界を感

じている人が多いということは、一ついえる

と思います。 

特に、私が危惧しているのは、若手の選手

です。このままだと選手として育っていくこ

とが難しいのではないか。若手の芽をつぶし

てしまうんじゃないのかということをすごく

考えています。 

森井大輝という選手がいますが、彼は２５

歳で、今回シルバーメダルを１つ取りました。

２回目のパラリンピックでメダルが取れて能

力的にも高い選手だし、これからまだまだ伸

びる選手なんですが、「もうお金続かないから、

このままでは続けられない」といっているの

が現状なんですね。それを、「いえいえ、やり

がいがあるから続けましょうよ」とか、ある

いは中学生や高校生で親のすねをかじってい

る若い選手に、「パラリンピックはおもしろい

から挑戦してみない？」「パラリンピックの社

会的意義はすごく大きいからやってみな

い？」と気軽に声をかけられない。それがい

ま、私の悩みなんです。 

私自身ももちろん、選手を続けていけるの

かどうかは経済問題とは無縁ではないですし、

社会的な地位というか、自分の人生にもかか

ってくる問題なので簡単には決められないん

ですが、全体を考えたときに、経済的な基盤

なくしてパラリンピックでのメダルなしとい

うのは、もうこれはどうしようもない現実で

す。ですので、何とかそれを改善しなくては

いけないということを、いま私は強く思って

います。 

パラリンピックのメダルというのはどう

いう価値があるんでしょうか、ということで、

ここにいる皆さんのお知恵をかりたいと申し

あげたのはそこなんです。 

この４年間、私は自己満足するためだけに

多くのお金を使い、多くの時間を使い、職場

や同僚に、休んでいる間、仕事ができない分

のある種の迷惑をかけ、家族にも多大な応援

をしてもらってやってきたんだろうか…。や

っていることは、しょせん自己満足にすぎな

いことなんだろうかと自問自答していました。
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自答できないんですね。いやあ、どういうふ

うに考えたらいいんだろうと悩みます。ただ

おもしろいからとか、スキーが好きでやって

いるとか、そういうだけでは、もうこれだけ

のことをやるにはあまりにも代償が大きい、

支払うべきものが大き過ぎるという状況にな

ってきています。 

じゃ、そうなるとパラリンピックのメダル

にはどういう価値があるんだろうか、その価

値を上げていくにはどうしたらいいんだろう

か、と考えるわけです。 

いまはまだ、自分の中でも整理がつかない

状況です。多分すぐに結論がでる問題ではな

いと思うんですけれども、何か進めなければ

いけない、踏み出さなければいけないと思っ

ています。そのために私がやれることは何だ

ろうということをずっと考え続けた４年間で

もあり、これから先も考えていかなければい

けないし、ぜひ皆様にも教えていただきたい

と思っています。 

 

 

（質疑応答） 

 

斉藤道雄（司会・企画委員 ＴＢＳ） 大

変興味深いというか、ある意味では極めて深

い話がたくさん出てきたと思います。メダル

の価値というと、我々は普通のオリンピック

の場合には金メダルすごいよね、という形で

考えますけれども、もちろんパラリンピック

の場合だって金はすごいんだろうと思うんで

すよ。けれども、取った選手ご自身が、その

メダルの価値をみずからどういう価値がある

のかと考えているというのは、僕は初めて聞

きまして、それは随分深いことだなあと思い

ます。 

司会の役柄上、まず最初にまことに平板な

質問を２つ、３つすることをお許しいただき

たいんですけれども、金メダルと銀メダル２

つをお取りになった。いまそのメダルの価値

ということもありましたけれども、そうはい

ってもそれはそんなに簡単なことではないだ

ろうと思います。金・銀をお取りになって、

正直なところ、どんなご感想ですか。 

 

大日方 自分自身の滑りということに関

しては実はあまり満足していないんですね。

もっとやるべきことがあったというか、やれ

なければいけなかったと、自分の滑りに対し

ては思っています。 

特に２つ目のシルバーメダルだったスー

パー大回転は、私の中ではやってはいけない

ミスをしている滑りなので、まだまだ甘いな

あと（笑）、自分にはそういう気持ちもありま

す。競技としてみたときに、非常におもしろ

いレースができたとは思う一方で、本当に勝

ちたかった。スーパー大回転は勝ちたかった

し勝てるべきレースでもありました。勝つ力

はあったはずなんですけれども、それを出し

切れなかったのはやはり自分の責任と思って

いて、まだ未熟な部分があった大会でした。

そういう意味では、大回転は勝ててよかった

と思っています。 

 

斉藤 恐らくそういう感想の持ち方とい

うのは、オリンピック選手の場合も同じよう

なことがたくさんあると思うんですよね。 

それで、チェアに乗ってのスキーというの

を我々にわからせようとするのは難しいこと

かもしれないのですが、そうやって１本のス

キーで滑る、あるいはいすに乗って滑る、し

かも一番出るときは滑降で１００キロほどの

スピードが出るということですね。我々素人

にはとても出せないスピードだと思うんです

が、そういう競技の難しさというか大変さ、

あるいは逆にそこから出てくる楽しさみたい
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なものがあれば教えていただきたい。 

 

大日方 板１本で滑るということに関し

ては、まずリカバリーがききにくい、ミスが

許されないスポーツ、という要素が大きいと

思うんですね。２本で滑っていれば転倒しな

いようなちょっとしたミスも、１本の板ゆえ

に、バランスを一度崩したらリカバリーする

のは難しいと思います。２本で滑るよりも、

精密さを求められているような印象が私の中

にはあります。 

 

斉藤 ２本で滑っているときには「ちょっ

とぐらつきましたね」などといってしまうよ

うな、わずかなミスが許されないという感じ

なんですね。 

 

大日方 そうですね。アルペンスキーとい

うのは、ある意味でリカバリーの連続で、微

妙なバランスをとりながら、よりよいライン

を目指していくスポーツなわけです。そもそ

も競技特性としてリカバリーが連続するもの

であるにもかかわらず、チェアスキーの場合、

バランスの許容範囲が狭いわけで、リカバリ

ーしづらい部分にどう対応すればいいのか、

と考えたときに、より精度を上げていく必要

がある。技術の精度を上げていく必要がある

んじゃないかと思っています。そしてそこが

また魅力だったりするわけです。 

 

斉藤 それが雪の面を読む力とか、それを

どれだけ事前にうまくイマジネーションを働

かして、ここをこう抜けていくんだというふ

うなことを考えながらやっていく。それがピ

タッと決まったときのおもしろさとか、決め

られなかったときの悔しさとか……。 

 

大日方 そうですね、はい。まさにそのと

おりなんです。 

スラロームで転倒してしまいましたが、あ

れは、私が雪質と斜面変化を一瞬読み違えた

ゆえだと思っています。わずかな読み違えと

いうか…。技術的には、ここをこう滑ろう、

と頭の中では組み立ててスタートしますし、

実際の動きの中では頭で組み立てる以上に体

が反応するものなのですけれども、あのとき

は、そこがうまくはまらなかった。そのこと

が結果的にああいう転倒につながり、旗門不

通過という形で終わりました。自分の頭の中

で考えたイメージと身体の動きが一致しなか

ったケースとしては、一番わかりやすく結果

に表れた例だなと、自分では思っています。 

 

 斉藤 それが昔だったらば、まあ障害者だ

からしようがないでしょう、というように受

けとめられていたかもしれないけれども、い

まはそういう気持ちでいったら勝てない、そ

こまで競争は激しくなっているということで

すか。 

 

大日方 はい。スラロームは特にそういう

要素が強いですね。今回結果を残してなくて

いうのも何ですけれども、本来は、非常に攻

撃的な戦いが求められている種目です。 

スラロームという種目は、オリンピック選

手を含む立って滑る選手は、ポールをなぎ倒

しながら滑っていきますよね。これが座って

滑っている私たちの場合、ポールに対してよ

り根元に近い位置で当たりますので、なぎ倒

すのには非常に力も必要ですし、タイミング

も難しいし、それゆえに減速するリスクが大

きいんですね。 

ポールをなぎ倒しながら滑るテクニック

は、技術的にもとても難しいことなんです。

ソルトレークのときにはポールを倒していく

技術を使わない選手が半分ぐらいはいました。
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ところが今回、トリノで出てきた男子の選手

ほとんどがその技術を使っていた。ポールを

より直線的にいいラインを攻めていくために

結果的にポールを倒していく滑りが行われる

ようになってきていました。 

女子でも、先ほど３カテゴリーの話をしま

したが、障害別の細かいクラス分けをやめて、

かわりに障害の程度によって係数を掛けてい

くというルールになりましたので、そのなか

で勝っていくためには、私のように障害が一

番軽い選手は、よりアグレッシブに滑ってい

く必要が当然出てくる。逆に、障害の程度の

重い選手は、戦略的にミスの少ない滑りをす

ることが求められる。そういう競技としての

一層のおもしろさは出てきていると思います。 

 

斉藤 そうやって競争が激しくなってき

たということは、ある意味でいいことだとも

思うんですけれども、それをあんまり進めて

しまうと、パラリンピックというよりオリン

ピックに近づいてくるんじゃないかという気

もするんですね。これは、障害を持つという

こと、それから障害を持たないということ、

あるいはその障害とは何かということと深く

かかわると思うんですけれども、例えば旗を

倒してまで滑るようにしていくということを

追求していくと、その方向の先にあるのは何

なのか。健常者と互角に戦うというようなこ

とを目指していくという発想なのか、それと

も、その先には何かもうちょっと違うものを

みながら、やっていらっしゃるんでしょうか。 

 

大日方 非常に深い質問だなというふう

に…（笑）、考えさせられる部分もあるところ

ですけれども。 

私の中で一番考えたいのは、障害者、健常

者という分け方に、どれだけの意味合いがあ

るだろうかということです。 

そもそもスポーツということに関してい

えば、障害者、健常者と分けることにどうい

う意味があるのかということを考えなければ

いけない。よく障害者スポーツといいますね。

パラリンピックというのはご承知のとおりリ

ハビリテーションから生まれてきているもの

ですが、徐々に役割や意義は変わってきてい

ると思います。今日では必ずしも障害者スポ

ーツ＝パラリンピックではないということを、

ぜひ皆さんにはわかっていただきたいのです。 

わかりやすい例えで言えば、マラソン＝オ

リンピックとは思わないですよね。マラソン

を楽しむ方の中には、皇居のお堀で毎日ジョ

ギングされる方もいらっしゃるし、市民マラ

ソンに出場することを目指す方もいらっしゃ

る。もちろん高橋尚子さんのようにオリンピ

ックを目指す方もいる。でも、みんなマラソ

ンランナーということですよね。同じように、

障害のある人がマラソンをやっているから、

といって、必ずしも全員がパラリンピックを

目指すわけではない。 

障害者スポーツという名前で枠づけをし

てしまうことでわかりづらくなって、ボタン

をかけ違えやすくなっているのではないか、

と危惧しているんですね。 

私が目指したパラリンピック――これは

たまたま私に障害があるから目指したものが

パラリンピックだった、というだけで、競技

スポーツの頂点の大会ということであれば、

オリンピックと同じ意味合いを持つものにな

るべきだと私は思っていますし、世界的にも

その流れはとめられないし、とめる必要もな

いと思っているんですね。 

一方で、じゃパラリンピックだけが障害者

スポーツだというふうに思われてしまうと困

るのです。パラリンピックに出場しない、例

えば市民マラソンじゃないですけれども、障

害がたまたまあってもスポーツを楽しむ人は
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幾らでもいるはずだし、もっと増えていかな

ければいけないわけです。パラリンピック選

手がいる一方でそういう人たちもいるし、そ

の人たちのすそ野も広がっていかなければい

けない。 

パラリンピックの種目になるものはルー

ルで決められているし、出場できる選手の障

害の種類、程度というものが決まってしまう

のは、スポーツにはルールが必要なわけで、

仕方ない部分もあります。でもだからといっ

て、そこに分類されない障害のある人がまっ

たくスポーツを楽しんでいないのかというと、

またちょっと違うはずですよね。世界一を競

うというのはあくまでスポーツの楽しみの一

つにすぎないわけです。そこをぜひ、皆さん

に整理した形でわかっていただけるとうれし

いなと思っています。 

 

 籏野寿雄（朝日出身） 実はビジターとし

て学生を１人連れてきたんです。いまお話し

なさったこととちょっと違うかと思うんです

けれども、学生の率直な質問です。 

 一つは、いままで生きてこられて、あるい

はスキーをやってこられて一番学んだことは

どんなことでしょうか。それから、いまの若

者に何かいいたいことがありましたら、ぜひ

聞かせていただきたい。 

 それからもう一点は、何か一つだけ願いが

かなうことがあるとしたら、それはどういっ

たことをしたいですか。 

  

 大日方 そうですね、一つ目と二つ目が、

同じ答えになるかと思うんですが、スキーを

通して学んだことは、挑戦する気持ちだと思

っています。何事も、工夫と努力次第ででき

るんじゃないかなあと思わせてくれるものが、

私にとってはスキーだったんですね。やる前

からできないよ、ではなくて、どうしたらで

きるんだろうということを考える生き方を、

多分これからも続けていくと思います。先ほ

ど申しあげたこともその一つで、私にとって

は挑戦なんです。 

 若い人たちには、挑戦する気持ちというか、

とりあえずやってみようよという、ある種の

フットワークの軽さというようなものをぜひ

持ってほしいなあと思っています。 

 一つだけ願いがかなうなら、何したいかな

あ……。欲張りなので一つだけというとすご

く難しいんですけれども（笑）、どうでしょう

――いまほんとに、ちょっと考えられない

（笑）。すみません。 

 

斉藤 お金などは頭にないですか。強化費

が１０倍になればいいとか…。 

 

大日方 そうですね、１００倍ぐらい必要

だというものもあるんですけど…（笑）。いま

一瞬思ったのは、宝くじ当たるといいなあ

（笑）、すみません、下世話で。 

 

 村野賢哉（ＮＨＫ出身） 前回、長野大会

直後においでになったとき、健常者という言

葉に対して、どうお考えになるかということ

を質問しました。僕自身あのときはいわゆる

健常者だったんですが、その後８０を過ぎま

して、いま身障者手帳を持っているんです。

人間というのは年をとってくると、みんな障

害者になる。なぜ健常者といわなきゃいけな

いのか。むしろ、障害者の方が普通の人より

はるかに能力を持った人がたくさんいると思

うのです。僕は前回、日本のマスコミが声を

上げて「健常者」と「障害者」という言葉を

やめたらどうかというキャンペーンが起こる

かと思ったんですけれども、とうとう起きな

かったんですね。 

「健常者」という必要はないんで、「普通
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の人」でいいだろうと思うんですよ。普通の

人の中で特別に身体的にもあるいは精神的に

も具合の悪いことが起こった人を「障害者」

というのはいいんですけど、「健常者」と「障

害者」という区別の仕方が気になっているん

です。大日方さんはどうお思いになりますか。 

 

大日方 私も、できれば障害者スポーツと

かいいたくないんですよね。それにかわる言

葉がないので、便宜上そういっているのです。

「健常者スポーツ」とはいわないですよね。

いう必要もないでしょうし。たまたまスポー

ツをする人の中に障害がある人がいる、その

人がスポーツをする、それをあえてカテゴラ

イズする必要があったときだけ「障害者スポ

ーツ」と呼べばいいだろうと思っているぐら

いです。 

どうも日本はスポーツに限らず、障害者を

すごく特別にみる傾向がまだありそうなんで

すよね。でも例えば、私自身のことであれば、

あえていうなら障害者ですけれども、同時に、

ＮＨＫの職員という肩書もありますし、結婚

もしていますので妻という肩書もあるでしょ

う。そういう何か一人の人間としてのものが

先に来て、その中でたまたまこういう障害が

ある、ということだろうと思うのです。 

「障害は個性です」という言い方をよくし

ますけれども、ほんとにそのとおりだなと思

っています。何とかして障害者という言葉が

ひとり歩きしないというか、必要以上に前に

出過ぎないような社会になってくれればいい

と思っています。そうすれば、いま感じてい

るような壁――あえていえば壁が低くなる、

少しずつ差がなくなっていくんじゃないかな

というふうに思っています。 

 

 佐藤次郎（東京新聞） このままどんどん

競技化が進むということが、パラリンピック

にとってどうなのかというのは当然出てくる

と思います。矛盾が出てきたり、あるいは、

難しい問題が出てきたりもするでしょう。い

ろんな問題を考えたうえでということですけ

れども、競技化はどんどん進むべきだとお考

えですか。あるいはオリンピック化というの

もどんどん進むべきだとお考えですか。 

 

 大日方 いろんな問題というのはとても

深いと思うんですけれども、私自身は現段階

では、パラリンピックはオリンピック化して

構わないと思っています。競技化が進めばい

い、一層進むことにためらいはありません。 

 いろいろな問題というのがどこを指すのか。

一つ一つすごく大きな問題なので、皆さんの

お考えになっているいろいろな問題と、私が

考えているいろいろな問題とは必ずしも一致

しているかどうかはちょっとわかりません。

私個人の考えとしてはパラリンピックはオリ

ンピック同様、一層競技化が進むことは悪い

ことではないと思っています。 

 

 佐藤 それに関して、競技レベルはどんど

んでもないにしろ上がっていると僕はみてい

ます。夏冬双方の競技で、まだまだ上がる余

地があると思われますか。それと、選手たち

の意識ですね。かつてはごく一部の人にアス

リートになりたいという意識がありまして、

それを現実にした人もいるわけですけど、い

まはどうなんでしょうか。かなりそういう意

識を強く持って、そういう取り組みをしてい

る人が増えているんでしょうか。 

 

 大日方 うーん、競技力はまだまだ向上す

る余地は大いに残していると思います。特に

自分でいうのもおかしいんですが、女子はま

だまだ男子と比べると、より一層向上される

芽はあると思います。どんな種目でもオリン
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ピックでもより一層、競技力が高くなってい

くのは必然の流れでしょうけれども、パラリ

ンピックも同じです。オリンピック以上に伸

びしろというか競技力の向上率というのがい

いかわかりませんが、それはあると思います。 

 一方で、選手自身の気持ちでいえば、今回

特に私が感じたのは、金メダルを取ることは

非常に難しいなということでした。自分で挑

戦してみて、優勝すること、世界で一番にな

ることはすごく難しいことだと思いました。

それをやるためには、やはり技術もそうです

し、体力もそうですし、精神的なもの、戦略

的なことすべてがそろって初めて取れるもの

だという意味では、とても価値があるものだ

と思っています。 

 

 東谷隆介（共同） 活動資金というものを

視野に入れた場合に関連するのですが、アメ

リカ、ドイツ等の外国勢が企業の支援を受け

ているというのは、私は寡聞ですけれども、

かなりプロ化して活動している選手が、特に

夏季競技の中でも多いと聞いています。日本

でそういうことが実現する可能性は多分ない

という説明だったと思いますけれども、いま

の選手活動をしながら、企業ないし社会的な

支援を受けるということから一歩進んで、い

わゆるプロフェッショナルとしてスポーツの

道を歩むという考え方は、いまの日本のパラ

リンピックの選手には、どの程度浸透してい

るんでしょうか。 

 

 大日方 私が知っている限りでは、多くの

選手がプロとして活動することを望んでいる

と思います。現在、プロとして活動している

パラリンピックの日本選手は数名いますけれ

ども、終わった後どうするんだろうという切

実な問題も現実にはあります。そこの部分も

含めて、考えていかなければいけない問題だ

と思っています。 

 ですが、私の周りでは多くの選手がプロと

して活動したいと考えていますし、それがで

きないとは思っていないんですね。どうした

らできるかを考えたいと思っていて、逆に、

できないとすれば何が障害になっているんだ

ろう。そういうところを考えれば答えがみえ

てくるのかなと思っています。 

 ですので、ぜひプロとしてパラリンピック

選手を使ってくれる企業があったらお知らせ

いただきたいんですけれども。 

 

 斉藤 そのプロというのは、自分で生活で

きるという意味でのプロになっている人もい

るということなんですか。 

 

 大日方 うーん、プロと名乗るか名乗らな

いかというのもちょっとあいまいなんですけ

れども。例えば、ある企業から最低の生活は

これだけでやりなさいよ、と支援を受ける。

それとほかに、これだけの活動資金を出しま

しょう、というようなものもあります。セミ

プロというか企業内プロのようなものもあり

ます。ノルディックチームがそういう形です

けれども、午前中だけ仕事をして午後はトレ

ーニングをする。こういう形も、考えように

よってはプロでしょうし。もっとフリーに―

―陸上の選手なんかで何名かいますけれども

――ここで勝ったら幾らというような契約を

結んで、それで生活しているという人もいま

す。いまはプロというのがどういう定義なの

か、人によって考えが違う状況ですね。 

私はそういう意味では完全にアマチュア

です。ほかの選手などは企業との雇用のあり

方という部分で、たぶん今後大きく変わって

くると思います。この先の４年で大きく変わ

るのは、日本ではそこかもしれないですね。 
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 斉藤 長野、ソルトレーク、トリノと時代

を経て、パラリンピックそのものも変わって

きたし、パラリンピックをみる私たちの目も

変わってきたところがあると思うんですね。 

 プロが成立するかしないかなども多分我々

自身がパラリンピックをどうみるかという、

大日方さんのいうメダルの価値ということと

密接に結びついているとは思うんですけれど

も、これから先もどんどん変わっていくとい

う感じをお持ちですか。 

 こういう言い方が正しいかどうかわかりま

せんけども、オリンピックは金もうけのチャ

ンスにも道具にもなっているわけですね。パ

ラリンピックはオリンピックと同等の規模に

はならないかもしれないけれども、ああいう

形でスポンサーをみつけてきて、お金を動か

しながら自分を実現していくという方向に向

かっていくんだろうか。それをするためには、

パラリンピックとか障害というものに対する

私たちの見方も変わっていかなければいけな

いところはあるかもしれませんけれども、動

いているのはそちらへの方向ということなん

ですか。 

 

 大日方 動きとしてはそちらの方向だと

思いますし、そうなってくれるといいなと思

っています。そのことが結果的には、障害が

ある人の可能性という意味で、新たな１ペー

ジを開く機会になってくれるんじゃないか。

その願いを込めてそう思っています。 

 金もうけというお話もありましたけれども、

パラリンピック界では現状、もうけるまでに

は当分行き着かないですから･･･。 

 

 斉藤 でも、選手の皆さんとしては、これ

で金もうけになるといいなという気持ちもあ

るんじゃないですか。 

 

 大日方 一番心配なのは、いま１０代の高

校生の選手などですね。パラリンピックに向

けてスキーに打ち込んで、ほとんど勉強も何

もしてないんですよね（笑）。いや、そんなこ

といったら、だれのこといっているのかすぐ

わかっちゃいますけど…。 

 ただ、そういうようになってきたときに、

彼がどうやってこの先、生活していくんだろ

うか。そう考えていくと、彼が長く選手とし

て活動した場合、仮に私がいま望んでいるよ

うないいスポンサーがみつかって、パラリン

ピックで生活をやれたとして、例えば４０歳

までやれたとしても、人生８０年の時代に、

残りのあと４０年をどうやって生活していく

んだろうか。４０歳になって、スキーしかで

きないというようになってしまうわけですね。

しかも、そのスキーすらできなくなる。です

から、選手としての役割を終えたときに、ど

うするんだろうという問題は切実だと思いま

す。 

 例えばそれが一般のスキーヤーであればコ

ーチング業などのビジネスにつながっていく

かもしれません。でもパラリンピックという

のは、障害のある人のスキーと限定をすると、

パイは小さいんですよね（笑）。そのあたりの

問題もあるので…。この点は、どのスポーツ

も同じという部分はあると思いますけど。 

 

 斉藤 いまのお話は、パラリンピックだけ

でなく、オリンピックの選手でも思い浮かぶ

ような人がいるわけだから、目指すところが

激しい頂点ということであれば、結局、同じ

ことにはなるのかもしれませんね。 

 それからもう一点うかがいたいのは、トリ

ノ・オリンピックでもそうでしたが、「楽しん

できました」という選手がいますね。ところ

が、お役人の中には「いろいろと支援を受け

ておいて、メダルを大して数も取れなかった
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のに楽しんだとは何事か」と文句をつけたと

いう話があるんですね。「楽しむ」とか「楽し

まない」というのは、結構、本質的な問題と

もかかわるとも思います。大日方さんは「楽

しんできました」という感じではないんです

か。そういう言い方に対しては、ちょっと違

うというものはありますか。 

 

 大日方 競技は楽しいです。楽しかったで

す。そういう意味でいえば、私自身もパラリ

ンピックはすごく楽しんできました。 

 それに、スポーツは別に苦しまなければい

けないものではないと思います。もちろん大

きなプレッシャーがかかりますし、スタート

前のドキドキ感もあります。それに至るまで

のトレーニングは決して楽ではなくて、苦し

いことだってたくさんあります。ただその先

にあるものは、やはり競技が好きという、根

本的なものだと思うんですね。「負けても楽し

かった」という選手の発言は、スポーツとし

ての楽しみを言ったのだろうと思いますから、

そのことだけで国のお金を使ってとは個人的

には思いません。 

 でも、世間からの一定の期待というのはあ

ると思うので、発言がどういうシチュエーシ

ョンだったのかわかりませんが、仮に「まあ

いいじゃん、楽しかったんだから別に～。結

果なんかどうでもいいよ」というようなニュ

アンスで、自分が楽しんだから文句ないでし

ょうぐらいの感覚だとすれば、それは違うと

は思います。 

 

 籏野 今度は私の個人の質問です。障害者

スポーツに限らないんですけれども、最近の

スポーツ報道についてどう思われますか。大

日方さんは取材者でもありますよね。スポー

ツが商業化していますけれども、スポーツ報

道は結局、コマーシャルの一端を担いでいる

ような感じを、個人的にしているんです。そ

ういうスポーツ報道のあり方について何かお

考えになっていることはございますか。 

 

 大日方 そこは私自身がすごく考えるこ

との多い部分なんです。何だろう――何か結

果だけ、メダルを取れたか取れないかみたい

なことですね。オリンピック報道でいえば、

そこがすごくクローズアップされ過ぎる感じ

はしています。スポーツってもっとおもしろ

いものなのになあ…、スポーツが本来持って

いるおもしろさが伝わってないんじゃないか

と感じています。 

 私がやったこともないものに野球がありま

すが、最近になってようやく、私は野球のお

もしろさがちょっとわかってきたような気が

しているんです。実はそれまではいったい、

この競技のどこがおもしろいんだろうって思

っていたんです。けれども、ボールを投げて

それを打つ、というその裏側には、選手の駆

け引きがすごくあるんですね。 

 ヤクルトの古田さんが現役選手でありなが

ら監督も兼任することになった、その裏側を

追った番組を見ていて、ああ、キャッチャー

ってこういう駆け引きのおもしろさがあるん

だなあって思ったんです。もしかしてこの面

白さが、野球を続けている理由の一つなのだ

ろうか、選手としてまだ伝えたいことがある

から、選手をやりながら監督をやっているん

だろうか。きっとそういうことなのかなんて、

自分なりに思ったりしたんです。その番組を

みてから、キャッチャーがどういう動きを試

合の中でするのか、とても興味がわきました。 

 プロ野球はあんなにたくさん流れているけ

れども、私は長いこと気づかなかった。例え

ば、そういうスポーツの面白さに迫る部分を

もっと報道したらいいのかなとは思います。 

 オリンピックでもメダルの数だけではない
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報道の仕方もあると思います。先ほど、商業

主義というお話がありましたけれども、スポ

ンサーに影響されて、実力が本当にあるかど

うか客観的に見ることなく、むりやり変な盛

り上げ方をした競技も一部にはあるような気

がします。 

 報道をする側は、ほんとにおもしろいと思

って取材しているんでしょうか、というとこ

ろだと思うんですね。取材する側が、どこに

おもしろさを感じているかというところが原

点だと思います。 

 当たり前のことですけれども、パラリンピ

ックも同様です。いっぱい取材していただい

て、皆さん、それぞれどこにおもしろさを感

じているのでしょうか。逆に、私は選手とし

ての立場で教えていただきたい。そこをアピ

ールしますから、という感じなんです。（笑 

拍手） 

文責・編集部 


